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画
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小
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三

郎

或
合
馬
車
の
取
ボ
林
造

伯
爵
の
息
子
花
閑
刺
彦

刺
彦
許
嫁
貴
美
子

．
花
園
家
家
令
石
塚
源
之
進

山
田一
作
刑
事

当
時
の
キ
ネ
マ
旬
報
第
六
四
号
二
九
ニ
―
年
五
月一
日
号）

は 、
こ
の
映
画
の
紹
介
批
評
文
を
載
せ

〔
略
筋

取
者
の

林
造
は
水
車
場
の
主
人
伍
助
の
娘
お
す
み
を
万
十
円
の
貸
金
の

代
り
に
嫁
に
し
よ
う
と
し
た
が 、
娘
は
下
卑
た
彼
和
掠
つ
て
居

-
水
車
小
屋
の
主
人
戸
畑
伍
助

伍
助
の
一
人
娘
お
す
み

「
寒

椿
」

御宮冠星水林高吉尿覆井

島 勢国谷面上
亮千実 八

太 実
一豊軍令正

子了．塵素［那歳詞作巴嬢夫

役

『
寒
椿
」

鑑
賞
会
に
つ
い
て

園部賀

艶静靖
七

巻

フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
は 、
そ
の
事
業
の
一
部
と
し

て 、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
芸
術
性
豊
か
な
映
画
を
鑑
賞
し

研
究

す
る
会
を
開
催
し一ー
お
り
ま
す 。
今
回
は
そ
の
第
五
回
と
し
て

「
寒
椰」
を
と
り

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た 。

「
寒
椋」
は 、
一
九
ニ
一
年
（
大
正一
〇
年）
国
際
活
動
写

冥
株
式
会
社
角
筈
撮
影
所
で
製
作
さ
れ
た
映
画
で 、
小
島
孤
舟

の
小
説
「
湖
畔
の
家」
を
脚
色
し
新
劇
畑
の
畑
中
媒
披
が
監
督

し 、
井
上
正
夫
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
帰
朝
第一
回
作
品
と
し

て 、
同
年
四
月
二
四
日
有
楽
座
で
封
切
さ
れ 、
興
業
的
に
も
可

成
り
の
成
功
を
収
め
ま
し
た 。

た 。
そ
の
中
お
す
み
は
花
園
伯
爵
家
の
小
間
使
と
な
る c
桃
の

節
句
の
戯
れ
に
伯
爵
が
彼
女
に
与
え
た
指
環
を
娘
は
許
嫁
の
印

し
と
思
ひ 、
そ
の
喜
び
を
父
に
伝
え
る 。
林
造
が
娘
を
要
求
し 、

伯
爵
家
に
暴
れ
込
ま
ふ
と
し
た
の
を
知
っ
た
伍
助
は 、
百
方
手

を
尽
し
て
彼
を
止
め
る
が 、
林
造
に
打
ち
据
え
ら
れ
足
蹴
に
さ

れ
て
逆
上
し
娘
の
為
に
林
造
を
手
に
か
け
て
殺
し 、

悲
し
い
別

れ
を
娘
に
告
げ
て
梢
然
と
刑
事
に
引
立
て
ら
れ
て
秤
く 。

淋
し

く
月
は
彼
の
後
姿
を
照
し
た
j

非
常
な
意
気
込
み
で
井
上
正
夫
氏
が
帰
米
径
第一
回
作
品
と

し
て
製
作
し
た
も
の
で 、
今
迄
の
帰
山
映
画
を
撮
影
し
た
油
井

氏
の
老
練
な
技
術
で
実
に
立
派
に
撮
ら
れ
て
居
る 。
監
督
の
畑

中
氏
は
芸
術
座
の
舞
台
監
督
等
を
し
た
人
で
あ
る
が 、
映
画

に
於
て
は
之
が
始
め
て
の
経
験
で
あ
る
か
ら 、

所
謂
映
画
剛
と

し
て
の
要
素
和
こ
の
映
画
に
求
め
る
人
は
失
望
す
る
に
違
ひ
な

い 。
飽
く

迄
も
井
土
氏
の
演
技
を
主
と
し
て
製
作
し
た
映
画
で

あ
る
以
上、
舞
台
閤
そ
の
ま
ヽ
を
捐
影
し
た
も
の
の
様
に
見
え

る
個
処
の
多
い
の
は
致
し

方
あ
る
ま
い 。
（
中
酪）
こ
の
映
画

で
第一
に
宜
讃
すべ
き
は
芙
し
い
撮
影
と 、
そ
れ
和
引
き
立
た

せ
る
闊
色
の
妙
で
あ
る 。
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
の
遠
写
等
は
深
い

感
銘
存
与
え
る C

I'
と
報
じ
て
い
ま
す 。

叉
こ
の
映
画
に
つ
い
て
筈
見
恒
夫
氏
は
「
映
画
五
十
年
史」

の
中
で

こ
の
時
代
の 、
純
映
両
邸
迎
動
と
し
て
注
目
し
て

い
い
の
は 、
井
上
正
夫
が
国
活
の
た
め
に
主
演
し
た
「
寒
椋」

で
あ
る 。
井
上
は 、
新
派
劇
檀
切
つ
て
の
新
人
と
し
て
定
評
か

あ
り 、
「
大
尉
の
娘」
て
も
好
評
を
博
し
た
の
ち 、
罪
鎮
剛
の

マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
つ
て
い
た
が 、
ア
メ
リ
カ
ヘ
渡
り 、

帰
刺

後
最
初
の
国
活
の
た
め
の
新
作
に
は
相
当
に
新
人
ら
し
い
哀
気

込
み
を
も
つ
て 、
監
督
と
し
て 、
「
新
闊
脇
会」
の
舞
台
で
メ

ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
「
青
い
烏」
を
演
じ
て
評
判
の
高
い
畑
中
蓼

披
を
迎
え 、
洒
井
健
三
が
キ
ャ
メ
ラ
を
担
当
し
た 。
し
か
も 、

井
上
は 、
新
し
い
時
代
に
即
し
て
女
優
採
用
を
も
く
ろ
み 、
主

人
公
の
水
車
小
屋
の
番
人
伍
助
の
娘
お
す
み
の
役
に 、
某
農
名

令
嶼
と
し
て 、
若
い
女
悩
を
採
用
し
た 。
こ
れ
が
芸
術
座
の
水

谷
竹
紫
の
裳
妹 、
水
谷
八
重
子
の
処
女
出
演
な
の
で
あ
っ
た 。

（
中
略）
女
姫
和
使
っ
た
こ
と 、
ス
ボ
ー
ク
ン
・
ク
イ
ト

ル
を
使

っ
た
こ
と 、
井
土
が
熱
心
に
役
柄
に
ぷ
つ
か
つ
て
い
た
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て 、
感
銘
は
そ
ん
な
に
桟
い
も
の
で
は
な
か
っ
た 。

ー
ー
と

述
ぺ
て
い
ま
す 。

ヽ
，
当
時
の
日
本
映
画
界
て
作
ら
れ
て
い
た
映
画
は 、
「
路
上
の

鎚
魂」（
柩
竹、キ
ネ
こ
研
究
所
第ー一
回
作
品
総
監
督
小
山
内
薫 、

脚
本
牛

原虚
彦 、
監
督
村
田
実）
を
は
じ
め
「
山
暮
る、^
」
（
松

竹
キ
ネ
マ
研
究
所 、
脚
色
北
村
小
粉 、
監
督
牛
原
虚
彦）
「
蛇

性
の
淫」
（
大
正
活
映
株
式
会
村 、
監
督
栗
原
ト
ー

マ
ス）
「
酒

中
日
記」
（
松
竹
蒲
印 、
原
作
国
木
田
独
歩 、
脚
色
伊
籐
大
輔 、

監
督
賀
古
疫
夢）
「
虞
美
人
草」
（
校
竹
蒲
m 、
原
作
鈴
木
善
太

郎 、
監
督·
撮
影
小
谷ヘ
ン
リ
ー

て
以
上
大
正一
0
年）
「
ア
マ

チ
ュ
ア
倶
楽
部」
（
大
正
活
映 、
九
年 、
原
作
谷
綺
潤一
郎 、

監
督
栗
原
ト
ー

マ
ス）
「
深
山
の
乙
女」
全
天
然
色
活
動
写
真 、

八
年 、
原
作・
監
督
帰
山
教
正 、
脚
色
水
沢
武
彦）
等
で 、
一

方 、
外
国
映
画
で
は 、
「
鉄
路
の
白
源
薇」
｛

仏 ‘
1
0
年 、

ア
ベ
ル
・

ガ
ン
ス）
「
女
郎
蜘
蛛」
（
仏 ‘
1
0
年 、
ジ
ャ
ッ

ク
..フ
エ
デ
工）
「
キ
ッ
ド

」
（

米 、
一
0
年 、
チ
ャ
ッ 。フ
リ
ン）

「
フ
ァ
ラ
オ
の
恋」
（
独 ．一
0
年 、
エ
ル
ン
ス
ト
・

ル
ビ
ッ

チ）

「
カ
リ
ガ
リ
閏
士
」
～

独 、
八
年 、
ロ
ベ
ル
ト
・
ウ
ィ
ー
ネ）
「
散

り
特
く

花]
（

米 、
八
年
グ
リ
フ
ィ
ス）
「
刺
か
ら

疫
中
ま
で
」

（
独 、
八
年 、
ハ
イ
ン
ツ
・

マ
ル
テ
ィ

ン）
「
ド
ク
ト

ル
・

マ
ブ

ゼ
」
（
独 ‘
―
一
年 、
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
ク）
等
が
作
ら
れ
た
時

代
で
す e
（
引
尼
文
の
仮
名
づ
か
い
原
文
の
ま
こ

‘
 

な
お 、
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
特
別
映
画
鑑
賀
会
で

と
り

上
げ
た
映
画
は
次
の
と
お
り
で
す 。

第一
回
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト

」

一
0
巻

（一
九
二
四
年 、
独
ウ
フ
ァ
映
画 、
監
督
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ

ン
ク）

第
二
回
「
ヴ
ァ
リ
エ
テ
」

一
0
巻

（一
九
二
五
年 、
独
ウ
フ
ァ

映
画 、
監
督
L
.

A
・
デ
ュ

采
ン 、
撮
影
カ
ー
JV

・
フ
ロ
イ
ン
ト）

第一
1一
回
「
ア
ッ
シ
ャ
ー

家
の
末
裔」

五
巻

二
九一一
八
年 、
仏 、
監
督
ジ
ャ
ン
・
ヤー
プ
ス
ク
ン 、
撮

影
ル
ー
カ
ス）

第
四
回
「
ジ
ゴ
[-

四
巻

二
九―
一
年 、
仏ェ
ク
レ
ニ
ー
JV

映
画 、
監
督
ウ
ィ
ク

ト
ラ
ン
・
ジ
ャ
ッ
七）

第
五
回
「
美
と
力
ヘ
の
道」

一
0
巻

二
九
二
五
年 、
独
ウ
フ
ァ

文
化
映
画 、
監
督
ウ
ィ

ル
ヘ

ル
ム
・

プ
ラ
ー
ゲ
ど

一


